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1 . 本著作について
本稿は, 次の著作を翻訳したものである. Nicki Weld & Maggie Greening (2005) 
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2 . 著者について
著者のNicki Weld と Maggie Greening はともに女性で, ニュージーランドの ｢子ども・青
少年・家族局 (The Department of Child Youth and Family Services)｣ の ｢学習と専門教育
南部｣ に所属する上級ソーシャルワークトレイナーである. Nicki Weld とは, 2005 年 8 月の
サインズ・オブ・セイフティ・ギャザリングで会った. Nicki Weld は, ｢ニュージーランドの子
ども・青少年・家族局におけるストレングスに基づく実践とサインズ・オブ・セイフティの適用
の行程 (The journey of strengths based practice and application of the Signs of Safety
within the Department of Child Youth and Family Services in New Zealand)｣ というチー
ム発表をCherie Appleton と行っていた.
3 . ｢三つの家｣ モデルとは
｢三つの家｣ モデルは, マオリ族の健康モデル①, レジリエンシー (resiliency) 理論②, 解決
志向理論③, サインズ・オブ・セイフティ・アプローチ④, ストレングスアプローチ⑤の考えを理
論的背景にして, ニュージーランドのソーシャルワーカーである著者たちが創った情報収集ツー
ルである. クライエントとのラポールを築き, クライエントとの協働や, クライエントの視点か
らの情報収集を行う面接で使われる.
その大きな特徴として, 二つのことがあげられる. まず, このツールでは, 個人や家族を ｢家｣
として外在化して質問していく. ｢家｣ は, たいていの人に理解される象徴であり, 近隣やコミュ
ニティの環境の一部でもある. この ｢家｣ は ｢脆弱性 (弱み) の家｣, ｢ストレングス (強み) の
家｣, ｢希望と夢の家｣ という三つに分かれていて, 問題とストレングス, 将来の解決像を聞いて
いくことになる. ストレングスとは, 個人や家族, その周りにあるプラス面を広く言う. 二つ目





｢私たちは, 当局の注意を引くことになった子ども, 青少年, 家族の声を聞き, 彼らのゴール,
希望と強みを認識するのにこのツールが役立ってほしい. (…中略…) 何が子どもたちに危険や
危害をもたらしているのかに関する会話は不可欠である. しかし, 子どもたちが危害を与えられ
ていない時間は何が子どもたちを安全に保っているのか, 子ども, 青少年, 家族はどうやって苦
難をしのいでいるのか, 家庭におけるポジティブな面とネガティブな面, ワーカーがどんなふう
に彼らの役に立ったり邪魔になったりしているかを見なければ, 十分な安全アセスメントをした
ことにはならない. (…中略…) リスクだけを見ていると, 子どもたちや青少年に安全を提供し
うる家族に内在する何かを見逃してしまう. ソーシャルワーカーが自分の視野を拡げるのに, 三
つの家は役立つツールである.｣ (Weld, N. & Greening, M. (2004)1)
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4 . 翻訳のねらいと意義
近年, 社会的な要請の高まりと法体制の強化によって, 日本の児童相談所には, 要保護児童の
通告を受け, 調査を行い, 保護者の意に反しても一時保護を行い, 子どもの安全を確保すること
が求められている. 保護者はそのとき自分たちの生活や人生を否定されたように感じ, 受け入れ
難い現実に直面させられての否認, 混乱, 怒り, 抵抗が生じ, 保護者と児童相談所を含む要保護
児童対策機関との対立関係が始まることが多い.
しかし, 安全確保のために家庭から離れて育つ子どもたちも親とのなんらかの関係調整が必要
であり, 親権者不同意の施設入所に関する家庭裁判所の審判の有効期限は 2年とされ, 児童相談
所は保護者に対して家族再統合に向けたプログラムを準備しておくことが必要になってきている.
また, 通告後の児童相談所の処理状況から言えば, 81％が在宅での面接指導である (厚生労働省






ことによって, 問題への対処能力の向上を図り, 変化をサポートしていく (菅野, 2007)2｣ スト
レングスアプローチと言われている. 具体的には, 例えば家族との面接で, リスクだけでなくス
トレングス (うまくいっていること) の情報について話し合い, 家族にも自分たちの状況を整理
し, どうしたら安全な生活にしていけるかを考えてもらい, 一緒に安全計画を作るやり方である.
一般的なストレングスアプローチには, ソリューション・フォーカスト・ブリーフ・セラピー,
ナラティヴ・セラピー, 認知行動療法, 心理教育, ソーシャルスキルトレーニングなどが含まれ






｢三つの家｣ モデルは, Andrew Turnell が日本で行ったサインズ・オブ・セイフティ・アプ
ローチのワークショップの中で 2004 年, 2006 年に紹介した. ツールが具体的でわかりやすいこ
とから, ワークショップへの参加者が各自の解釈と工夫で積極的に使い始め, 本邦初の事例発表
も行われた (宮井, 2006)4. また, 筆者たちが 2006 年から始めたサインズ・オブ・セイフティ
研究会で著者の許可を得て一部改変した ｢三つの家｣ モデル図を, 菅野 (2006) が全国児童心理
司会会報で紹介している5. このモデル図を図 1, 図 2, 図 3 に示す.
三つの家モデル―情報収集のツール
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このように, ｢三つの家｣ モデルは, 心理職と福祉職がチームで対応することが多い子ども虐
待対応の現場で, 心理職にとっても福祉職にとっても有効な面接法として急速に広まりつつある.
したがって, 著者による詳しい手引きを早急に翻訳することが有意義であると考えた.
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図 1 三つの家 (概念図) (Weld, N., Greening, M. 2003, 許可を得て改変)
図 2 三つの家 (面接用 1) (Weld, N., Greening, M. 2003, 許可を得て改変)
図 3 三つの家 (面接用 2) (Weld, N., Greening, M. 2003, 許可を得て改変)
〈｢三つの家モデル｣ 情報収集のツール〉
はじめに
｢三つの家 (The Three Houses)｣ は Te Whare Tapa Wha の概念 (Mason Durie 教授), リ
ジリアンシー理論, 解決志向理論 (Steve De Shazer ＆ Insoo Kim Berg), サインズ・オブ・
セイフティ・アプローチ (Andrew Turnell & Steve Edwards) から発展した情報収集ツールで
ある. このツールは, ｢脆弱性 (Vulnerabilities) の家｣, ｢ストレングス (Strengths) の家｣,
｢希望 (Hopes) と夢 (Dreams) の家｣ の三つの家に分かれている. また, 描かれたゴールを達
成するために必要な介入ステップのあらましを記述する ｢道のり (pathway)｣ も含む. このツー


















側にも周囲にもある. 脆弱性は, 心理的なものであると同時に社会的なものでもあり, 青少年自
身の意見や判断であると同時に周りの人の意見や判断でもある. まず, はじめに, 青少年に意見
や判断を述べる機会を与えて, それからワーカーが自分の意見や青少年の周りにいる人たちの意









ない. ここで重要なのは, 青少年のそういう思考と感情が何につながっているか, そういうつな
がりが最もよく起こりやすいのはどんな状況かを, ワーカーが見出すことである.
最後の構成要素は, 身体的健康に関するもので, 性的な行動, 健康管理, 身体の調子に悪影響
を及ぼす行動を含む. たとえば, 薬物乱用や意図的な自傷のようなリスク行動をここに入れなけ
ればいけない. ワーカーはここで, 観察してきた問題のうち, 青少年がはっきり言えないあるい
は言いたくないものを, ワーカーの意見として付け足すといい.
脆弱性の家の外側は, 外的な脆弱性の壁に取り囲まれている. まず, 家族の壁から始める. 青
少年の家族内にあることで, 危害のリスクを高めるような事柄がここに入る. たとえば, 青少年
に害になるような対応をする, 違法な行動や危険な行動を是認するなど, 家族が青少年を扱う具
体的なやり方が挙ってもいい. 青少年にとっては, 家族はないも同然とか, いてほしくない存在
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かもしれない. ここでも, 自分が見ているものを述べる機会を最初に青少年に与えたあとで, ワー
カーや他の人の見方を付け加えることができる.
次の外壁は, 青少年の友人や仲間関係をあげ, 友人や仲間の行動がどのように青少年の脆弱性
を高めるかを描く. ここでは, 危害を増やすような友人や仲間の行動や, 彼らの青少年への影響
をあげる. 彼らが青少年に与えるメッセージのうち, 青少年が危害から安全な距離をとるのを妨
げているものをはっきりさせる.






個人的な属性, 価値観, 信念, 性格, 態度, 保護要因などを含む. それらは ｢固定的な｣ 属性で
ある必要はなく, どこでどうすれば効果を発揮させることができるのかを定めるためによく話し





イデンティティに力点を置く. 自己認知を引き出し, 自己の核に焦点を当てる. ｢会ったことの
ない相手に自分のことをどんなふうに話しますか？｣ ｢自分のいいところはどんなことですか？｣
が鍵の質問になるだろう.
2 番目の構成要素として, 建設的で, 青少年が自分のことをよく思えるのに役立つような思考






3 番目の構成要素は, 青少年がどのように自分の身体をケアしているかをみるもので, もし青
少年が薬物乱用やアルコール乱用のような危険な行動をしている場合は, ｢例外｣ を探すように





始める. これらのストレングスは, 十分な保護になっていなくても, 青少年の安全を保つことに
関係していればいい. 外壁に積み上げる材料と説明してもいい. 例えば, 母親は息子が学校から
安全に帰宅したかどうかを確かめる電話を職場からかけるが, 息子は母親が帰宅するまでの長い
時間一人にされているというような場合が, その例にあたるかもしれない. ワーカーは, 青少年
の家族に見出すストレングスをよく考えて, 必要ならそのストレングスが誰に由来するものかを
聞きだす必要がある.
次の外壁は, 青少年の友達に由来する, 安全をもたらすストレングスである. ここでも詳細に
描かれることが必要で, とりわけ誰が安全に貢献しているのかが確かめられる必要がある. 親密
な関係がここで明らかになるので, ワーカーは, 何が提供されるかに焦点を当て, 誰ということ
には非審判的であったほうがよい. ここでは友達に関する情報が集められるので, 青少年がとら
えたままに記録されるのがよい.
最後の外壁は, コミュニティ, 学校, 仕事などの環境がもたらす安全についてとりあげる. 建
設的な役割モデルや, そのモデルが持つ属性をリストアップする. 青少年の一日に構造と文脈を
与えるようなシンプルな事柄を引き出して, ワーカーがそれらをよく見通せるといい.
3 番目の家 希望, 夢, ゴール
3番目の家は, 希望, 夢, ゴールの家である. ここでは, クライエントは自分の生活や家族に
対する願望を話す機会をもつ. そうすることで, 状況は変わるという希望と可能性の感覚がクラ
イエントに生まれる. ワーカーにとっても, 今ある問題から離れて, クライエントのことをじっ
くり見て, 耳を傾けることができる機会となる.
それは, 青少年が持ちたいあるいは住みたいと願う家または家庭であり, 青少年がそうなりた
いと願う人間であり, 青少年のゴールが実現し得る場所である. そこはどういうところで, 自分
自身と世界はこれまでとどう違ってほしいのかが重要である. ここは, ミラクルクエスチョンか
ら始まる三つのシンプルな質問で聞く.
. ｢もし明日目ざめて, あなたが本当になりたいと思う人間になっていたら, 自分は前と違っ
ているんだということにどうやって気づくかしら？｣ ｢そうなったとき, あなたはどんなふ
うに感じていたり, どんなことを思うかしら？｣ ｢何がこれまでと違うのかしら？｣
. ｢他の人たちは, あなたが前と違っていることにどうやって気づくかしら？｣ ｢他の人たち
は, 何を見て, あなたが前と違っていることがわかるのかしら？｣
. ｢思いつくことを全部, 3 番目の希望と夢の家の中に書くか描くかしてね｣ と青少年に言
うこと.
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. ｢思いつくことを全部, 3 番目の家の周囲に描いてね｣ と青少年に言うこと.
. 青少年の絵を一緒に眺めて, それから次のように聞くとよい：
｢2 番目のストレングスの家をじっくり見て. 2 番目の家のどんな材料が 3番目の家を建て
るのに使えるかしら？｣
｢1 番目の脆弱性の家を見て. 1 番目の家の何が 3 番目の家を不安定にするかしら？ そし
て, 2 番目の家はどうやってそれを支えるのかしら？｣
最後に, 次のように聞く：｢あなたがこの家を建てるために, 他にどんな助けが必要かしら？｣
そして, 出てきた考えを 3番目の家の周りに加える. これらには, 児童保護機関, プログラム,
セラピー, 行動戦略, 人々, 先輩, 家を強く保つ保護的要因などが入る. それから, ストレング
スの家と, 希望と夢の家の周囲に書かれた情報を活用して, 希望と夢の家を建てる道のりについ
て細かく考えることができる. この道のりをさらに, 親/保護者の情報, ワーカーの情報, 他の
機関の情報を用いて, 発展させる. 達成可能で測定可能なスモールステップを含むようにするこ




ワーカーは, 子どもの発達面を考慮に入れる必要がある. 6 歳前後ぐらいからの子どもはたい
てい単純な家の絵を描けるが, 家という概念がわかるのかをチェックしなければならない.
子どもとの三つの家は, 子どもに ｢あなたの家を描いて｣ と頼むことから始める. ワーカーは,
適切な言葉づかい, 肯定的な口調, 子どものレベルに降りること, 自然で調和的でありながら子
どもへの熱心な関心を示す, といった基本的な関与スキルを丁寧に用いることが重要である.
子どもが家を描いたなら, ワーカーは, 子どもに ｢その家に誰が住んでいるの？｣ と尋ね, そ
の人たちを家の中に描いてもらう. 子どもが描いている間, ｢このひとは男の子？ 女の子？｣,
｢年はいくつぐらい？ (これは小さい子には難しいかもしれない)｣, ｢家の中にはペットはいるの？｣
など, 描かれた人々に関する一般的な質問をする.
それから, ｢家の中ですることで好きなのはどんなこと？｣ と聞き, いくつか子どもに話して




と子どもに頼む. これらには, 親戚や, 学校や幼稚園, スポーツ, クラブなどが含まれるであろ
う. ｢学校ではどんなことをするのが好き？｣ ｢誰のところに行くの？｣ ｢学校ではどんな友達と
遊ぶの？｣ ｢学校の外では？｣というような質問が一般的で, 家の外側で何が起きているのかを理





クする. そうすることで, ワーカーが子どもの話をちゃんと聞いたことを示しながら, 細かいと
ころを明らかにすることができる. ただし, ここでも発達面の考慮は必要である.
それから, ｢家の中に描いたことでは, どんなことでうれしくなったり楽しくなったりするの？｣
と子どもに聞き, その横にお日様か笑顔を子どもに描き加えてもらう. 代わりに, 笑顔シールや
熊ちゃんシールのセットを使って, シールを絵の上に貼ってもらってもいい. おそらくそれらは,





















という情報を集めるために, ｢三つの家｣を用いる. ｢三つの家｣は, 児童保護機関が進める質疑応
答のように親に感じさせないで, 親が自らの意見を出していく機会を創り出す.
第 2の家 ストレングス
ワーカーは三つの家の様式を示してから, 親/両親に, 家の単純な外枠 (アウトライン) を書
いたものを示して, ｢これは家族が住む家だと想像してください｣ と言う. 第 2 のストレングス
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の家から始めて, ワーカーは, ｢初めて会う人に自分たち家族 (あるいは家庭) のよい (肯定的
な) 面をどんなふうに話されますか？｣ と尋ねて, 親/両親によく考えて答えてもらう. ワーカー
は, ｢『私たちには強い絆があります』 『私たち, 強い家族です』 『私たちは, 強く結ばれている』
などと言う家族もありますよ｣ と例をあげて, 親に促す必要があるかもしれない. これは, 家族
が, 自分たちに好意的な他者との関係から自分たちをどう見るかという, 家族のアイデンティティ
を引き出すためである. ワーカーは, もし誰かがたまたまその家族を見て, その家族のストレン
グスに注目したコメントを言うならば, という他者の視点で家族を見ることができる.
そして, ワーカーは, 思考と感情を見ることに移り, それを家庭内の関係性に結び付ける. ワー
カーは ｢家庭内でうまくいっているのは誰と誰ですか？ 誰と誰が近い間柄ですか？ 誰が仲がよ
いですか？｣ と質問する. ワーカーは, 家族の中で仲のいい人たちが持つ思考と感情で, どんな
思考と感情が困難に対処する相互作用を促進するかを描くことをめざすとよい. ワーカーは, 親
/両親のほうに戻り, 彼らが自分たちをこの絵の中に含めるようにする. 例えば, 夫婦関係や,
他の人との関係における彼らの役割など. 特にワーカーは, 前向きで子どもを安全に保つために
親が用いる養育スタイルについて, 直接的な質問をする必要がある. ストレスへの対処に関する




第 2の家の最後の構成要素では, 収入を含めた物質的な環境について聞き, さらに家庭がうま
くいくのに役立っているものを見る. うまくいっている要因を引き出し, さらに現実的な限界あ
るいは問題がどのように解決されるかを見定める.
第 2 の家の外側へと移動して, ワーカーは, ｢家庭がうまくいって安全が保たれるのに, 親族
(拡大家族) とのどんな関係が役に立っていますか？｣ と尋ねる. これは個人を特定する必要が
ある. 個人の特質は, その人の役割が明らかになるように記述される必要がある.
次に, 友人との好ましい関係を探し, どのようなタイプのサポートがどのように提供されたか
について, はっきりした像を手に入れる. ここでも相手の名前や具体的なことが重要であり, と
りわけ, 困難なときや必要なときに親/両親がどうやって利用したのかも探る. そして, 関係を
作って維持する際の親/両親のストレングスが確認できるように, 彼らがどのように友人関係に
貢献したかを探ることも有効である.








次に, ワーカーは第 1の ｢脆弱性の家｣ に移動し, 家族アイデンティティから始める. まず,
自分たちを見て何か問題になるようなことはないかどうか, 親/両親に尋ねる. その際, どのよ
うに他の人たちは彼らを見ているかを彼らに尋ねたり, 第 2の家と第 1の家の違いをチェックし
たりすることが有効かもしれない. ワーカーは ｢家族として自分には, 自分や子どもの安全を保









第 1の脆弱性の家の中の 3番目の構成要素は, 困難をもたらしている環境問題を扱う. これら
はお金がない, アルコール, 薬物, 食物がない, 衛生状態が悪い, 障害を含めた健康問題である
かもしれない. ある意味で, これらは家族に影響を及ぼす内部のストレスである. 親/両親が何
を見て何を特定するのかを, ワーカーが記録することが重要である. こうしたことの全部を, も
う一度, 子どもまたは青少年への危害を増やす要因と結び付けるべきである.
家の外に移動して, ワーカーは親/両親と一緒に, 安全を促進するという観点からみて, 親族
のどんな行動が助けにならないか, あるいは誰がストレスを増やすかを探る. もし家族がこれを
話したがらないのなら, ワーカーの観察を挙げ, ワーカーの見解として位置づければよい. これ
らを家族と一緒に振り返ることで, 児童保護機関がもつ懸念について有効に話し合うことができ
る.
外部の第 2の外壁は, 友人や社会的接触に関して同じ質問をする. 他人への危害, あるいは他
人からの危害, 自分自身への危害, 子どもたちへの危害について聞くといい. 誰が助けにならな
いかと聞いたり, 行動に注目したりすることで個人攻撃を減らすようにすること. 第 1の家と第
2の家の両方で挙がる人もいるかもしれないが, そこから話し合いが生まれうるので, それでい
い.
最後に, 第 1の家の 3 番目の外壁として, コミュニティ要因の周りにあるものを扱う. これは
家族の周りに存在する児童保護機関や他の組織である. もし, 所属する児童保護機関の名前がこ
こで挙がったり, 児童保護機関への反発が示されたとしても, ワーカーは驚くべきではない. こ
れは介入計画に役立つ道具であることを思い出し, そして, ｢私たちがここから第 2の家の方に移
動するためには, 何ができるでしょうか？｣ と尋ねることが有効である. また, いくつかの機関
や環境要因が両方の家で挙がるかもしれず, そのときはもっと突っ込んで話し合うと興味深い.
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第 3の家 希望, 夢とゴール









. ｢状況を変化させるのに, 第 2の家のどんな強さを使うことができるでしょうか？｣
第 1の家をふりかえりながら,
. ｢弱み (脆弱性) が家を不安定にするのをおさえるために, 第 2 の家の強み (ストレング
ス) をどのように使いますか？｣
そして最終的に,
. ｢3 番目の家に到達するのに, ほかにはどんな助けを必要としますか？ 機関や外部のサポー
トなども含めてください｣
3 番目の家ができあがったら, ワーカーは家族に感謝し, ｢危害を減らして皆の安全を高める
ためにはどうするのが一番いいかを話し合うために, すべての情報をまとめてみます｣ と述べる.
3 . ワーカー
｢三つの家｣ では最後に, 家族状況への貢献要因としてワーカーを取り上げる. ワーカーの思
考, 感情, 経験が家族に影響を及ぼさないようにすることは不可能である. 実際, 家族が安全を
作り, 危害を減らすのを手伝うことができるのは, ワーカーの存在である. しかし, ｢三つの家｣
モデルでは, ワーカーが家族と一緒に作業すると同時に, 自分の影響を検討する時間をとらなけ
ればならない. ワーカーが ｢三つの家｣ モデルの自分自身の部分をスーパーバイザーと完成させ
ることが最も効果的である.




第 1の家 脆弱性 で, ワーカーは, 最初の構成要素であるスピリチュアリティ/アイデ










脆弱性の家の 2 番目の構成要素では, 家族に関する感情と思考, とりわけマルトリートメン
ト⑦のタイプに関するもので, うまく機能することを妨げるかもしれないものがあるかをワーカー













期待, 作業量に関する現在の懸念を確認する. いかなる制約にも注意を払う. さらにここで, スー
パーバイザーが他者の視点から付け足す機会をもつ. 双方にとってうまくいかない面があるかも
しれないので, スーパーバイズの関係そのものも吟味する.
















ストレングスの家の 3番目の構成要素では, ワーカーの心身の健康的な面や, 使えるエネルギー
を生み出すサポート, 何かを提供して家族を助けることについてワーカーがどう感じているかを
扱う.
ストレングスの家の 1番目の外壁では, ワーカーの家庭生活と家族が, どのようにワーカーに
支えとストレングスをもたらしているかを探る. ワーカーが仕事に出かけ仕事から帰る基盤とし
て, これらを扱う. このようなストレングスによって, ワーカーは対象家族との関わりに積極的
に取り組める.








第 3の家 希望, 夢とゴール
3番目の家で, スーパーバイザーとワーカーは当該家族に関してワーカーが抱く希望とゴール
について検討する.
スーパーバイザーは次の質問を行う. ワーカーは, その質問に答えるために, スーパービジョ
ンのセッションにこの質問を持ってきてもいい.




. ｢あなたはこの家族について, どんな希望, 夢とゴールがあると思いますか？｣, そして
｢どんなことが出てきたら, このケースを終結していいとわかるでしょうか？｣
. ｢それが起こるために何をする必要があるでしょうか？｣









きあがる. まず, ワーカーは, 自分のものを含めてそれぞれの人の家の要約をつくる. 第 1の家
から始め, ポイントとなる脆弱性と危害を増やす要因を書く. これらは個別的なことも全般的な
ことも, それぞれの人の見方も含め, 列挙する.
ワーカー自身のものも含めて, 脆弱性が明らかになったら, ワーカーは全員の ｢第 2の家｣ か
らそれぞれの人が自分とその周囲の人に対して使えるストレングスは何かを明らかにする. なお,
ここで使うストレングスとは, 脆弱性をおさえて, 3 番目の家で挙げられたゴールのリストの実
現に向けて働くものである. これらを脆弱性のリストのとなりに置く.
最後に, ワーカーは, 全員の ｢3 番目の家｣ を用いて, それぞれの人の希望, 夢とゴールのリ
ストを作る. 特にワーカーは共通の目的があきらかになるように, 共通点を探し出す. それぞれ
の人の独自のゴールも記載される必要がある. ゴールのリストは少し空間を空けてストレングス
のリストの横に置く.





ティングでは, ワーカーは, 児童保護機関の関与が必要になった危害要因に関して, 現在は何が
懸念されるかをあげることから始める. ワーカーは, これらの懸念にどう対処することができる
かを探すために, 参加者全員が集まっていることを説明する. それから, ワーカーは, 全員が家
のコピーを持つようにして, 全員の家の要約情報を説明し, そこにない重要な情報があれば何で
も付け足すように言う. ミーティングの目的は, ｢脆弱性の家｣ に心を配りながら, ｢ストレング
スの家｣ を ｢希望と夢とゴールの家｣ につなげるためには何が必要かを見つけることである.
道のりは, 一人ひとりが取り組むステップと課題がはっきりしていて, 具体的で測定可能なも
のである必要がある. 人々が取り組むステップや課題ごとに, 彼らの能力, 自信, 意欲について
チェックされるべきである. 人々がその計画に自信を持てるような小さな目標をおくことが重要
である. 参加者の誰もが, ｢希望と夢の家｣ を実現するための自分の次のステップがはっきりわ
かって, ミーティングから帰れるといい. ワーカーは, 人々のストレングスやリソースを常に踏
まえ, どうしたら未来の安全と変化を作るのに役立つようにそれらを働かせうるかを話し合わな
ければならない. ワーカーはまた, 脆弱性や, ゴールの達成を邪魔するものについて率直に考え,
これらを乗り越える方法を見出さなければならない.
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ワーカーは, 人々の三つの家, とりわけ ｢希望と夢とゴールの家｣ に力を貸し, ゴールの家へ
のプロセスのために人々が提供しなければならないものに力を貸す必要がある. このプロセスの
終わりまでに, 誰もが, 明確な課題を持ち, 自分の進み方を見るレビューの機会を持つことにな





である. それから関係者全員の ｢希望と夢の家｣ を話し合うことから始めるのがいい. さらに,
ストレングスを見つけ, それから脆弱性に進むのが有効である. ストレングスを挙げた後だと,
人々は自信を持って脆弱性を分かち合いやすくなる. その後, 一人ひとりの考えから ｢希望と夢
の家｣ への道のりを作る. このやり方だとやや一般的な話し合いになるが, ストレングスを特定
し, 他の人々が考え感じていることを聞く機会を提供する利点はある.




ことを再認識することになる. このモデルでは, ラポールと, 施す (doing to) とか尽くす
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① ニュージーランドの先住民族のマオリ族の健康幸福に関する考えは, Durie (1994) によれば, 霊的
(スピリチュアル) な健康, 心理的な健康, 身体的な健康, 家族的な健康の 4側面から成る.
② レジリエンシー理論は, 主としてWolin & Wolin (1993)6 による.
③ 解決志向理論は, De Shazer と Berg による.
④ サインズ・オブ・セイフティ・アプローチは, Turnell & Edwards (1999) による.
⑤ ストレングスアプローチは, 主に Saleebey (2002)7 による.
⑥ 著者によれば, 子どもや青少年との面接では, より理解されやすいように ｢くしゃみ (Hiccups) の
家｣ ｢心配 (Worries) の家｣ と言い換えることもできる.
⑦ 虐待やネグレクトを含む不適切な養育一般を言う.
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